
平成２６年度津市地域公共交通活性化協議会事業報告

１ 津市地域公共交通活性化協議会

 第１回津市地域公共交通活性化協議会

（ア） 開催日

      平成２６年５月１９日（月）

  （イ） 内容

・副会長、監査委員及び出納員の指名について

・平成２５年度津市地域公共交通活性化協議会に係る事業報告に

ついて

・平成２５年度同協議会における収支決算報告について

・津市公共交通調査事業、地域公共交通総合連携計画について

・分科会の設置について

・高松山団地乗合ワゴン実績及び変更について

・津市地域内フィーダー系統確保維持計画について

・コミュニティバス実証体験について

 第１回津市地域公共交通総合連携計画分科会

（ア） 開催日

      平成２６年８月１２日（火）

  （イ） 内容

・現計画の課題と施策の検証

 第２回津市地域公共交通活性化協議会

  （ア） 開催日

      平成２６年８月２１日（木）

  （イ） 内容

・平成２５年度津市コミュニティバスの運行実績について

・地域公共交通総合連携計画に係る調査事業について

・高松山団地乗合ワゴンの運行実績等について

・津市コミュニティバスの運行変更について

・津市コミュニティバス現地視察について

・廃止代替バスの運賃改定について
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 第２回津市地域公共交通総合連携計画分科会

  （ア） 開催日

      平成２６年１０月１日（水）

  （イ） 内容

・計画の将来像（案）及び基本方針（案）の検討 

 第３回津市地域公共交通総合連携計画分科会

  （ア） 開催日

      平成２６年１１月１０日（月）

  （イ） 内容

・計画素案の協議 

 第３回津市地域公共交通活性化協議会

  （ア） 開催日

      平成２６年１１月２１日（金）

  （イ） 内容

・津市地域公共交通総合連携計画（津市地域公共交通網形成計画）

策定スケジュールの変更について 

・津市地域公共交通網形成計画素案について（中間報告） 

・津市コミュニティバス現地視察のアンケート結果について 

 第４回津市地域公共交通総合連携計画分科会

  （ア） 開催日

      平成２６年１２月２４日（水）

  （イ） 内容

・計画素案の協議 

 第４回津市地域公共交通活性化協議会

  （ア） 開催日

      平成２７年１月１９日（月）

  （イ） 内容

・津市地域公共交通網形成計画素案について 



 第５回津市地域公共交通活性化協議会

  （ア） 開催日

      平成２７年３月２０日（金）

  （イ） 内容

・津市地域公共交通網形成計画の策定について 

・平成２７年度津市地域公共交通活性化協議会事業計画（案）及

び同予算（案）について 

・津市地域公共交通活性化協議会の規約改正について 

２ 津市コミュニティバス現地視察

 平成２６年１０月７日（火）

   ・津市コミュニティバス（芸濃地域）明ルート

   ・津市コミュニティバス（芸濃地域）安西ルート

・津市コミュニティバス（河芸地域）河芸循環北ルート

３ 津市コミュニティバスの運行見直し

 平成２６年１０月変更

   ・津市コミュニティバス（久居地域）（１０月１日付変更）

     「七栗サナトリウム前」停留所追加

     「高橋」停留所追加

・津市コミュニティバス（美里地域）（１０月１日付変更）

     「市場」停留所追加

・津市コミュニティバス（一志地域）（１０月６日付変更）

ぎゅーとら一志店移転に伴う停留所の場所移動及びルート変更

     「小渕病院」停留所を「小渕医院」に名称変更

 平成２７年１月１日変更

   ・津市コミュニティバス（久居地域）

久居総合支所の場所移転に伴うルート変更

   （ポルタ久居への乗り入れ、全てのルートで「休日診療所前」を経由等）

     「久居ふるさと文学館前」停留所を追加



４ 乗降調査

 三重交通運行受託路線 

（ア） 調査日

第１回目 平成２６年 ５月１９日（月）から平成２６年 ５月２５日（日）

第２回目 平成２６年 ８月１８日（月）から平成２６年 ８月２４日（日）

第３回目 平成２６年１１月１０日（月）から平成２６年１１月１６日（日）

第４回目 平成２７年 ２月１６日（月）から平成２７年 ２月２２日（日）

の間でかつ運行日となっている日

  （イ） 対象路線

      廃止代替バス（三行線、津新町大里線、安濃線、多気線、亀山椋

本線、名張奥津線（飯垣内～奥津駅前））

      津市コミュニティバス（美里地域）の全線

      津市コミュニティバス（白山地域）の全線

      津市コミュニティバス（美杉地域）の三重交通運行受託路線

 上記以外の路線

（ア） 調査日

      運行日全日

  （イ） 対象路線

      津市コミュニティバス（久居地域）

津市コミュニティバス（河芸地域）

津市コミュニティバス（芸濃地域）

津市コミュニティバス（安濃地域）

津市コミュニティバス（一志地域）

５ 利用促進グッズの作成と啓発

 利用促進グッズ

スリムカードケース ２，０００個を作成しました。

 啓発

平成２６年９月１９日、三重県バス協会、三重交通㈱、三重運輸支局、

三重県及び津市が津駅前にて、バスの日の啓発を行いました。

平成２６年９月２３日、三重運輸支局主催の交通安全・環境フェスタに

参加し、津市と三重県バス協会でバスの利用促進を行いました。



平成２６年１０月１２日、津まつりにて、三重県バス協会、三重交通㈱、

三重運輸支局、三重県及び津市で出展したブースでお絵かきバスなどを行

いました。

平成２６年１０月２８日、津市立片田小学校にて、小学１年生を対象に、

バスの乗り方教室を行いました。

６ 委託業務

 コミュニティバス利用促進グッズ作成業務

 コミュニティバスをはじめとした公共交通機関の利用を呼びかけるた

め、公益社団法人日本バス協会のキャラクターであるセバスファミリーを

描いたスリムカードケースの作成を行いました。

 停留所標識作成、音声合成修正業務及び周知チラシ作成業務

 平成２７年１月からの一部運行変更に対応するもので、久居地域を運行

するコミュニティバスの停留所の標識の作成及び久居地域で採用してい

る車内音声案内の修正を行いました。また、運行変更に伴う周知チラシの

作成を行いました。

７ 津市地域公共交通網形成計画策定に係る調査事業

 施設利用者アンケート

平成２６年５月、イオンタウン芸濃、ぜにや安濃の２つの商業施設で、

施設利用者に対するアンケート調査を行いました。

（イオン津南ショッピングセンター、イオン津ショッピングセンター、

イオンタウン津河芸、イオン久居、マックスバリュ一志、白山ショッピ

ングセンター及び A コープいちしみすぎの７つの商業地域でのアンケー
ト調査は、平成２５年度に行いました。）

 市民アンケート

   平成２６年７月中旬から８月中旬にかけて、市内在住者７，４１０人に

対し、郵送配布、郵送回収によるアンケート調査を行いました。

８ 津市地域公共交通網形成計画の策定

   ５回の協議会と、４回の分科会、各地域での地域公共交通あり方検討会

で、計画素案についての議論を行い、市議会への報告や国交省との協議、

パブリックコメントによる意見聴取を経て、平成２７年３月３１日に津市

地域公共交通網形成計画を策定しました。



平成２６年度津市地域公共交通活性化協議会事業報告

　津市地域公共交通活性化協議会 ●第１回 ●第２回 ●第３回 ●第４回 ●第５回

津市地域公共交通総合連携計画分科会 ●第１回 ●第２回 ●第３回 ●第４回

津市コミュニティバス現地視察 ●現地視察

　津市コミュニティバス運行の見直し ●久居・美里・一志地域 ●久居地域

久居・河芸・芸濃・安濃・一志地域

　コミュニティバス乗降調査

平成２６年度

１月 ２月
項目

４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月８月 12月 ３月
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美里・白山・美杉地域 美里・白山・美杉地域 美里・白山・美杉地域 美里・白山・美杉地域

●バスの日の啓発

●交通安全・環境フェスタでの啓発

●津まつりでの啓発

●バスの乗り方教室

　コミュニティバス利用促進
　　　　　　　　グッズ作成業務

　　（スリムカードケース）

　平成２７年１月１日付
　　　久居地域運行変更に係る委託
　　・停留所標識作製、音声合成
　　　　修正、周知チラシ作成業務

　地域公共交通網形成計画
　　　　　　　に係る調査事業

●計画策定

　利用促進グッズの作成と啓発

美里・白山・美杉地域 美里・白山・美杉地域 美里・白山・美杉地域 美里・白山・美杉地域

市民アンケート施設利用者アンケート

周知チラシ作成

停留所標識作成

音声合成修正

パブリックコメント

の募集



津市地域公共交通網形成計画の概要について
第１章 本計画策定の背景 第３章 津市地域公共交通網形成計画の基本的な事項

少子高齢化・人口減少が急速に進展する社会において、地域の活性化や地域経済の持続的発展を実現するた
めには、コンパクトなまちづくりとともに、拠点同士や拠点と居住エリアを結ぶ地域公共交通網の充実が必要
不可欠です。
本市では、平成２１年１２月に「津市地域公共交通総合連携計画」を策定し、合併前の旧市町村で独自に実
施していたバス事業を平成２２年４月から津市コミュニティバスとして再編し、平成２５年４月に本格運行へ
移行しました。
次のステップとして、平成２５年度から新たな連携計画策定のための調査事業に着手していましたが、平成
２６年１１月に「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の一部を改正する法律」が施行され、同法に基
づき、津市における新たな計画を「津市地域公共交通網形成計画」として策定することとなりました。

○本計画の位置付け
本計画は、「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」第５条に基づき、平成２１年に策定された
「津市地域公共交通総合連携計画」を、平成２６年１１月施行の改正法に基づき改定したものです。
本計画は、平成２５年策定の「津市総合計画後期基本計画」、平成２２年策定の「津市都市マスタープラ
ン」を上位計画とします。

津市地域公共交通網形成計画は、基本的な考え方については、「津市地域公共交通総合連携計画」を踏襲し
ますが、まちづくり、観光振興等との一体性の確保や、地域全体を見渡した総合的な公共交通ネットワークの
形成及び住民の協力を含む関係者の連携などを重要視するとともに、連携計画をステップアップし、市域全体
を展望した、より効率的で利便性の高い公共交通ネットワークの構築を目指します。

施策  ①高齢者に特化した割引制度や設備等の検討

 持続可能な交通サービスが提供できる交通体

目標３－２  高齢者の外出意欲の増進

基本方針３
 公共交通サービスをサポートし、利用促進に
つながる交通体系の実現

目標３－１  公共交通に対する市民意識の向上を図る

施策

 ①広報誌による意識啓発・利用促進ＰＲ
 ②わかりやすい路線・時刻表情報の提供
 ③モビリティマネジメントの実施
 ④利用促進イベントの実施

基本方針１
 地域をつなぎ、住みやすいまちづくりを実現
する公共交通ネットワークの構築

目標１－１  広域での移動を確保する

施策

 ①幹線の整備と運行
 ②乗継設定と待合環境の整備
 ③隣接自治体との連携
 ④鉄道の利便性の向上のための要請と利用促進

目標１－２  日常生活における地域移動を確保する

施策

 ①三重交通バス路線の整備と運行
 ②津市自主運行バス（廃止代替バス）の見直
 しへの着手
 ③津市コミュニティバスの整備と運行

上位計画・法改正を踏まえた新たな視点
より重点的に取り上げるべき視点

●まちづくりや観光振興と公共交通の連携
●高齢者の生きがい対策や子育て中の人・免
許のない子どもたちにも配慮した公共交通

本計画の将来像
「楽しく便利に生活するために公共交通が利用できるまち」

本計画の基本理念
「一体感のあるまちづくりを支え、
誰もが移動できる公共交通体系の実現」(連携計画より継承)

将来像、基本理念より、基本方針と目標を定め、施策を実施します。

平成２５年度から計画策定に係る調査事業
に着手
津市地域公共交通活性化協議会の開催
・市民、交通事業者、学識経験者、行政等

計画策定に向けたこれまでの取り組み

形成計画へ引き継ぐ課題
※第２章で整理

津市の取り組み 国の動き

津市総合計画前期計画
（平成２０年策定）

１０市町村の合併
市域の広域化への対応と行政機能の統合の必要性
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第２章 津市地域公共交通総合連携計画の実施状況

○計画対象区域：津市全域
○計画期間：平成２７年４月 平成３２年３月（平成２９年度に中間見直しを行います。）
○地域公共交通網形成計画の目標
・数値目標
○目標を達成するために行う事業・施策及びその実施主体に関する事項
○地域公共交通網形成計画の達成状況の評価に関する事項
・公共交通の計画推進体制について
・推進プロセス
・計画期間中の見直しプロセス

連携計画の検討課題と施策の実施状況の点検を行い、加えて平成２６年度に実施した市民アンケートの結果
も踏まえ、形成計画へ引き継ぐ課題の整理を行いました。

〈１〉他交通手段も含めた各交通との連携強化

〈２〉地域や施設との連携強化

〈３〉サービス水準の向上

〈４〉移動円滑化への対応

〈５〉新たな交通手段への対応

〈６〉バス車両の改善・サイズの見直し

〈７〉運賃体系の見直し

〈８〉コスト削減

形成計画へ引き継ぐ課題

目標５－１  交通を担う人材を確保し育てる

施策  ①地域公共交通あり方検討会の開催

施策

 ①ＰＤＣＡサイクル確立のための基準づくり
 ②中間年度・最終年度における評価指標の
 達成度評価（ニーズ調査）
 ③改善案の策定と路線の運行体系の見直し

基本方針５
 市民、交通事業者、行政の協働による仕組み
づくり

基本方針４
 持続可能な交通サービスが提供できる交通体
系の実現とＰＤＣAサイクルの確立

目標４－１  市民や関係者が目標の共有を図る

基本方針２
 地域の特性に応じた利便性の高いコミュニ
ティ交通の実現

 ③津市コミュニティバスの整備と運行

目標１－３  観光振興との連携による交流人口の拡大

施策
 ①公共交通を利用した観光振興への取組

 ③ＪＲ名松線利活用事業
 ②海上アクセス利用促進事業

目標２－１  交通不便地における移動手段を確保する

施策
 ①地域住民運営主体型コミュニティ交通事業
 の推進

目標２－２  地域を越えた移動手段を確保する

施策
 ①津市コミュニティバスの整備と運行（再掲）
 ②乗継環境の整備

・市民、交通事業者、学識経験者、行政等
で組織
・平成２５年度に４回、平成２６年度に５
回開催
バス事業者、タクシー事業者アンケートの
実施
商業施設利用者アンケートの実施
津市地域公共交通総合連携計画分科会の
開催
・市民、交通事業者、学識経験者、行政等
で組織
・計画の作成について専門的に議論
・平成２６年度に４回開催
地域公共交通に関する市民アンケートの
実施
地域公共交通あり方検討会の開催
・地域の自治会長等、地域の代表者で組織

地域公共交通の活性化及び再生に

関する法律の制定（平成１９年）
•地域公共交通の活性化及び再生を総合
的かつ一体的に推進
•地域公共交通総合連携計画の作成

地域公共交通の活性化及び再生に

関する法律の改正（平成２６年）

•コンパクトシティの実現に向けた
まちづくりとの連携
•地域全体を見渡した面的な公共交
通ネットワークの再構築

•地域公共交通網形成計画の作成

高齢化や人口減少等
社会状況の変化に対応

（平成２０年策定）

津市都市マスタープラン
（平成２2年策定）

津市総合計画後期基本計画
（平成25年策定）

津市地域公共交通総合連携計画
（平成２１年策定）

•統一された運行システム・運賃体系
•幹線・支線システムによるネットワーク
形成 等

•継続している課題
•重点的に取り上げるべき視点
•新たな視点

津市地域公共交通網形成
計画（本計画）

上位計画

計画に基づく施策の実施


